
この度は、ユニオンスチール天板付キャリー（S-5、S-6）をお買い上げいただき誠にありがとうございます。本製品はシンプルな構造のため組み立てやす
く、キャスター付きで移動も容易、さらにコンセント付きですので電気使用の作業台として最適です。また、S-6は折りたたみ式天板付きですのでスペース
を活かすことができます。小型でコンパクトなサイズの為、１人作業用としてはもちろん、工場・学校・研究室・病院などで末永くご使用いただけます。

50kg

Ｓ－５,Ｓ－６　天板付キャリー　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

部品明細

ⓐ天板…１枚
（Ｓ－６は補助天板付）

ⓑ下横桟…２本

ⓒ下棚…１枚

ⓓ右脚…１本
（コンセント付）

ⓔ左脚…１本
（Ｓ－６はバネタスキ付）

ⓕキャスター…４個
（自在ストッパー付）

ⓖトラスネジ…１６本
（Ｍ６×１５）

ⓗＳＷ…１６個
（スプリングワッシャー）

ⓘスパナ…１個
（２１×２３）

ⓙ木ネジ
（Ｍ４×１４）
Ｓ－５…０本
Ｓ－６…４本

必要工具

プラスドライバー
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1 天板ⓐの裏面（埋込ナット有）を上に向けて置いて下さい。

２ 右脚（コンセント付）ⓓのコンセントを外側に向けて、向かって左側の
天板ⓐのナット位置に合わせ、トラスネジⓖとＳＷⓗで仮止めして下
さい（４ヵ所）。

３ 下横桟ⓑの穴を外側にして、右脚ⓓの角（ツノ）に差し込み、トラスネ
ジⓖとＳＷⓗで仮止めして下さい（2ヵ所）。もう1本の下横桟ⓑも、
同様に取り付けて下さい。
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左脚（Ｓ－６はバネタスキ付）ⓔの角（ツノ）を２本の下横桟ⓑに差し込み、天
板ⓐのナット位置に合わせ、トラスネジⓖとＳＷⓗで仮止めして下さい（８ヵ
所）。
※Ｓ－６の場合は、別図「Ｓ－６のバネタスキ取付方法」を参照して、バネタス
キを取り付けて下さい（Ｓ－５にはこの作業は不要です）。

５ 仮止めした全てのトラスネジⓖを、プラスドライバーでしっかり締め付けて
下さい。

６ 右脚ⓓと左脚ⓔにキャスターⓕを取り付け、スパナⓘでネジの根元までしっ
かり締め付けて下さい（４ヵ所）。

Ｓ－６のバネタスキ取付方法

伸ばす 位置決め穴

補助天板

バネタスキ

ｊ

左脚ⓔのバネタスキを伸ばし、天板ⓐの補助天板の位置決め穴に合
わせ、木ネジⓙで締め付けて下さい（４ヵ所）。
※補助天板の均等荷重は５kg以下で使用して下さい。

※S-6の補助天板の均等荷重は５kg以下で使用して下さい。

図はＳ－５
作業台を起こし、下棚ⓒを右脚ⓓと左脚ⓔの間にはめ込んでご使用下さい。

20mmメラミン天板
Ｓ－５
Ｓ－６

間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm
９００×４５０×７３０

９００（１３５０）×４５０×７３０

仕様

７

均等静止荷重　50kg

組立順序均等静止荷重 ※均等静止荷重とは、天板の表面に均一に荷重をかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。
※表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐
れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする
恐れがあります。

■ 移動時は、天板の上に物を
置いたり、作業したりせず、
運搬にも使用しないで下
さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下し
たりして、怪我をする恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

S-6の補助天板の均等荷重は５kg以下で
使用して下さい。天板の上に何も載せてい
ない状態で、補助天板の上に物を置かない
で下さい。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

キャスターの取り付けは、ネジの
根元までしっかり締め付けて下
さい。

■

締め付けが不充分ですと、キャスターが欠
落し、転倒して怪我をする恐れがあります。

脚部の隙間に指を入れない
で下さい。

■

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れが
あります。

表示荷重内であっても、一部に
集中荷重をかけないで下さい。

■ 作業台の切断、改造をしない
で下さい。

作業台が不安定になり危険です。また、
切断面のバリ等で怪我をする恐れがあ
ります。

■

角（ツノ）

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。

天板付キャリー S-5,S-6



天板付キャリー　S-5,S-6
この度は、ＴＲＵＳＣＯ天板付キャリー（S-5、S-6）をお買い上げいただき誠にありがとうございます。本製品はシンプルな構造のため組み立てやすく、キャ
スター付きで移動も容易、さらにコンセント付きですので電気使用の作業台として最適です。また、S-6は折りたたみ式天板付きですのでスペースを活か
すことができます。小型でコンパクトなサイズの為、１人作業用としてはもちろん、工場・学校・研究室・病院などで末永くご使用いただけます。

50kg

Ｓ－５,Ｓ－６　天板付キャリー　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

部品明細

ⓐ天板…１枚
（Ｓ－６は補助天板付）

ⓑ下横桟…２本

ⓒ下棚…１枚

ⓓ右脚…１本
（コンセント付）

ⓔ左脚…１本
（Ｓ－６はバネタスキ付）

ⓕキャスター…４個
（自在ストッパー付）

ⓖトラスネジ…１６本
（Ｍ６×１５）

ⓗＳＷ…１６個
（スプリングワッシャー）

ⓘスパナ…１個
（２１×２３）

ⓙ木ネジ
（Ｍ４×１４）
Ｓ－５…０本
Ｓ－６…４本

必要工具

プラスドライバー

ｇ

ｈ

ｃ

ａｄ

ｅ

ｅ

ｄ
ｃ

aｄ

1 天板ⓐの裏面（埋込ナット有）を上に向けて置いて下さい。

２ 右脚（コンセント付）ⓓのコンセントを外側に向けて、向かって左側の
天板ⓐのナット位置に合わせ、トラスネジⓖとＳＷⓗで仮止めして下
さい（４ヵ所）。

３ 下横桟ⓑの穴を外側にして、右脚ⓓの角（ツノ）に差し込み、トラスネ
ジⓖとＳＷⓗで仮止めして下さい（2ヵ所）。もう1本の下横桟ⓑも、
同様に取り付けて下さい。
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左脚（Ｓ－６はバネタスキ付）ⓔの角（ツノ）を２本の下横桟ⓑに差し込み、天
板ⓐのナット位置に合わせ、トラスネジⓖとＳＷⓗで仮止めして下さい（８ヵ
所）。
※Ｓ－６の場合は、別図「Ｓ－６のバネタスキ取付方法」を参照して、バネタス
キを取り付けて下さい（Ｓ－５にはこの作業は不要です）。

５ 仮止めした全てのトラスネジⓖを、プラスドライバーでしっかり締め付けて
下さい。

６ 右脚ⓓと左脚ⓔにキャスターⓕを取り付け、スパナⓘでネジの根元までしっ
かり締め付けて下さい（４ヵ所）。

Ｓ－６のバネタスキ取付方法

伸ばす 位置決め穴

補助天板

バネタスキ

ｊ

左脚ⓔのバネタスキを伸ばし、天板ⓐの補助天板の位置決め穴に合
わせ、木ネジⓙで締め付けて下さい（４ヵ所）。
※補助天板の均等荷重は５kg以下で使用して下さい。

※S-6の補助天板の均等荷重は５kg以下で使用して下さい。

図はＳ－５
作業台を起こし、下棚ⓒを右脚ⓓと左脚ⓔの間にはめ込んでご使用下さい。

20mmメラミン天板
Ｓ－５
Ｓ－６

間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm
９００×４５０×７３０

９００（１３５０）×４５０×７３０

仕様

７

均等静止荷重　50kg

組立順序均等静止荷重 ※均等静止荷重とは、天板の表面に均一に荷重をかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。
※表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐
れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする
恐れがあります。

■ 移動時は、天板の上に物を
置いたり、作業したりせず、
運搬にも使用しないで下
さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下し
たりして、怪我をする恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

S-6の補助天板の均等荷重は５kg以下で
使用して下さい。天板の上に何も載せてい
ない状態で、補助天板の上に物を置かない
で下さい。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

キャスターの取り付けは、ネジの
根元までしっかり締め付けて下
さい。

■

締め付けが不充分ですと、キャスターが欠
落し、転倒して怪我をする恐れがあります。

脚部の隙間に指を入れない
で下さい。

■

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れが
あります。

表示荷重内であっても、一部に
集中荷重をかけないで下さい。

■ 作業台の切断、改造をしない
で下さい。

作業台が不安定になり危険です。また、
切断面のバリ等で怪我をする恐れがあ
ります。

■

角（ツノ）

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。


